
Assessment of Left Atrial Pump Function in
Hypertrophic Cardiomyopathy: Study by Lower
Body Negative Pressure

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-10-04

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/8451URL



40 4 金沢 大学十全医学会雑誌 第1 02 巻 第3 号 40 4 - 4 1 7 (1 9 9 3)

肥大塑心 筋症に お ける 左房機能の 評価 :

下半身陰圧負荷法 に よ る検討

金沢大学 医学 部内科学第 二 講座 ( 主任 : 竹 田亮祐教授)

中 尾 武

肥 大塑心 筋症に おけ る左房機能 ( 特に 前負荷依存性) に つ い て 下半身陰圧負荷を 用い て 検討 した . ま ず
,

肥 大型心 筋症,

心 筋梗塞症 お よび 対照例 の 3 群を 対象と して 下半身陰圧負荷 に よ る左室流入 パ ル ス ドプ ラ 一 波形 の 変化を 記録 した . 左室急速

流入期汲指標は 負荷に て 3 群 とも同様 に 減少 した . 左房収縮期波指標 ほ対照群 , 心 筋梗塞症群 で有意な 変化を 認め なか っ た の

に 対 して
,
肥大塾心筋症群 で は 減少 した . さ らに

,
左房収縮期分画ほ 対照群 ,

心 筋梗塞症群 で は増加 した が
, 肥 大塑心 筋症群

で は有意な 増加が 認め られ な か っ た . 次に
, 肥 大型心 筋症 お よび 心 筋梗塞症を 対象と して 下半身陰圧負荷に よ る心 内圧曲線と

左房M モ
ー ド心 エ コ ー 囲の 変化を 記録 した . 左房 前負荷 の 指標で あ る左房収縮開始直前の 肺動脈楔入 圧 と左房径 ほ

,
下半身陰

圧に よ り両 群 で 同程度 に 減少 した . また
! 左房後 負荷 の 指標 で ある左室拡張末期圧も , 両群 で 同程度 に 低下 した .

一 方 , 収縮

期左房径短縮率は 心崩梗塞症群で 増大 した の に 対 して
,

肥 大型心 筋症群で は有意な 変化を認 め なか っ た . さ らに
, 負荷 に よ り

左房収縮 に よ る肺動脈楔入 圧の 増加は両 群 で 減少 した が , そ の 程度は肥大型心 筋症群 で 有意 に 大 で あ っ た . 以上 の 結果 よ り
,

下半身陰圧負荷時に 心 筋梗塞症群や対照群で は 左房収縮性 が維持 され る の に 対 して
,

肥 大型心 筋症群で は こ の 左房収縮性 の 維

持が 不十分 であ るもの と推定 され た . こ の 前負荷減少時 の 左房機能代償能 の 低下が
, 肥大型心 筋症例 に お い て 循環血 液量が 減

少 した 際シ ョ ッ ク に 陥 りや す い こ と と関係 して い る 可能性 が示 唆 され た .

K e y w o r d s h y p e rt r o p hi c c a r di o m y o p a t h y ,
l e ft a t ri al f u n cti o n , l o w e r b o d y n e g ati v e p r e s s u r e

,

e c h o c a r di o g r a p h y , i n t r a c a r dia c p r e s s u r e c u r v e

肥大型心 筋症 や心 筋梗塞症では
1 左窒拡張機能低下に よ る左

室 充満 の 減少を 左房収縮期の 左室充満を増加 させ る こ と に よ っ

て 代償して い る
l 州

. しか しなが ら
,
肥 大型心 筋症に お ける左房

収縮期 の 左室充満は
, 高血 圧症や 大動脈弁狭窄症な どの 肥 大心

に 比べ て少な い と い う報告もあり
5

＼ さ ら に 臨床 的 に
, 肥 大型

心 筋症患者で は 脱水や 麻酔の 導入 な どの 絶対的あ るい は 相対 的

な 循環血 液量減 少に よ り シ
ョ ッ ク に 陥 りやす い こ と が 報昏され

て い が
～ 8)

.
こ の こ とか ら

, 肥大型心筋症に おけ る左房代償機能

に ほ 限界が ある こ と , お よび 前負荷依存性 が高 い こ とが推測 さ

れ る が
, 負荷条件を変化 させ て左房機能を評価 した 検討は少 な

く
町 川 }

, 肥大型心 筋症 に お ける左房機能 に 関 して は 不 明な 点 が

多い
. 本研究は

,
肥 大型心 筋症に おけ る左房代償機能の 特徴 を

明 ら か に す る 目 的 で , 下 半 身 陰 圧 (lo w e r b o d y n e g a ti v e

p r e s s u r e
,
L B N P) 負 荷に よ る前負荷減少時の 左房の 反応を ,

パ

ル ス ドプ ラ 一 心 エ コ ー 法 に よ る左室流入 血 流波 形 (検討 Ⅰ) お

よび 心 内圧曲線と左房M モ ー

ド心 エ コ
ー

囲 (検討 Ⅱ) を 記録 す

る こ と に よ り検討 した .

対象お よび方法

Ⅰ . パル ス ドプ ラ
一

心 エ コ ー 法 によ る検討

1 . 対象

肥大型心筋症(h y p e rt r o p hi c c a r di o m y o p a th y , H C M ) 2 5 例 , 心

筋梗塞症( m y o c a r d i al i nf a r c ti o n , M I) 2 5 例 ,
お よ び 対照 と して胸

部不定愁訴を 認め るも各種心 機能検査で 異常を認 め な い24 例の

計74例 を対象 と した . 全 例で
, 臨床所見お よ び 心 エ コ ー 検査に

て 有意 な弁膜症所見を有 さず , 洞調律で ある こ と を確認 した .

肥 大型心 筋症の 診断は
, 厚生省特定疾患特発性 心筋症調査研究

班 に よ る特発性心 筋症診 断の 手引き の 診断基準に 従 っ た
12)

. さ

らに
, 本検討で は ス ポ ー ツ マ ン 心 臓を 除外する た め に , 最大の

左董壁厚が 15 m m 以 上 の 症例 , ある い は 軽度の 左室 肥 大例で

は 心室 中隔厚/ 左室後壁厚比 が1 . 3 以上 の 症例に 限定 した
13 ′

. 肥

大型心 筋症25 例中20 例で 心臓 カ テ
ー

テ ル 検査を施 行 して 有意な

冠 動脈狭窄が な い こ と を 確認 した . また 残 りの 5 例で ほ t 詳細

な 問診 に て も狭心 痛発作 の 既往 は 一 度もな か っ た . 心 筋梗塞症

の 診断ほ
,
全例左婁造影 お よ び冠 動脈造影を 施行 して確定され

た . さ ら に
,

心 房梗塞例を除外す るた め に 全例で 冠 動脈の 心房

枝お よ びそ の 近位部に 障害を有 さ な い こ と を 確認 した . 対照例

は
, 胸 部不 定愁訴を 主 訴 に 来 院 して

,
ト レ ッ ド ミ ル 負荷心 電

図 , 負荷心 筋 シ ン チ グラ フ
ィ

ー お よ び心 エ コ ー 検査 に て 異 常が

認め られな か っ た 例と した .

負荷検査 中に 心 拍数が90/ 分 以上 に な っ た 例 ,
左室 流入 波形

の 方向と ドプ ラ
ー カ ー ソ ル の 方 向と の な す角度が20 度 以上 の 例

およ び 記録波形 の 不 良例は検討か ら除外 した . こ の 結果 , 肥大

型心筋症19 例 ,
心 筋梗塞症17 例 , 対照例1 9 例に つ い て検討を加
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肥大型心 筋症 の 左房機能

えた .

2 . 下半身陰圧負荷 の プ ロ ト コ ー

ル

すべ て の 心 血 管作 動薬 ほ検査の 前24 時間 以上 休薬 した . 患者

の 腸骨稜以下の 下半身を下半身陰圧 負荷用箱 の 中に い れ て 密閉

し,
心 エ コ

ー 装置に 付属す る心 電図 と心 音 マ イ ク お よ び左上腕

に 自動血圧計を 装着 した . 心 拍数お よ び血 圧が 安定 した後に 負

荷前 の 計 測 を 行 な っ た ･ こ の 後 , 市販 の 真 空 ポ ン プ に て

- 2 0 m m H g の 陰圧を 加え て 5 分後に 同様の 計測 を 行な い
, 引

き続い て
- 4 0 m m H g の 陰圧を 加え

,
そ の 5 分後に 同様の 計測

を行な っ た . さ ら に
,

- 4 0 m m H g の 下半身陰圧 負荷中の 記録後

に
,
左室流出路 閉塞 の 有無を 断層 ,

M モ ー

ドお よ び パ ル ス ドプ

ラ
一

心 エ コ
ー 法 に よ り検索 した , 下半身陰圧負荷中に 収縮 期血

圧が 机 m m H g 以下あ るい は心 拍数が45/ 分以下 とな り∴悪心や

眩畳な どの 失神様症状 を呈 した場合 ほ負荷を 中止す るもの と し

た . 負荷試験を 実施す る前に
,
全例 に 検査 の 内容を説 明 し同意

を得た .

3 . 計測 (図1 )

心 エ コ
ー 断層お よ び パ ル ス ドプ ラ ー 診断装置 770 2 0 A C ( 横河

ヒ
ュ

ー レ
ッ ト ･ パ

ッ カー ド
, 東京) を 使用 した . 超音波発 振周

波数ほ 2 .5 M H z
,

サ ン プル ボリ
ュ

ー ム の 長径ほ 2 m 町 ドプ ラ ー

フ ィ ル タ
ー

は 20 0 H z と した . 心 尖部 ア プ ロ ー チ にて 左室流入 血

流波形 の 方向と ドプ ラ ー カ ー ソ ル の 方向と の なす角度を で き る

だけ 小さく し
,

サ ン プル ボリ ュ

ー

ム を 僧帽弁輪 の 中央に 設定 し

た . 浅呼気位に て左室流入 ドプ ラ
一 波形を 心電 図お よび 心音図

とと もに 紙送 り速度 100 m m / 秒 で記録 し , 拡張早期血 流最大速

度( e a rly d i a s t oli c fl o w v el o city ,
E) , 左房収縮期血 流最大速度

(a tri al c o n tr a c ti o n fl o w v el o c it y ,
A ) , 拡張早期血流波 の 時間積

分値 (e a rly d i a s t oli c fl o w ti m e- V el o city i n t e g r al , E- V I) ,
左房収

l . . . ▲ l - . ■ ● 1 一 . .
●

1 ▲ ●
. . ‡ .

.
. ▲ l

4 0 5

緒期血流波の 時 間帯分値 ( a tri al c o n t r a c ti o n flo w ti m e
-

V e lo city

i n t e g r al , A - ⅤⅠ) . 左童流入 波形全体の 時間額分備 に 対 する 拡張

早期血 流波お よ び左房収縮期血流汲の 各時間額分値 の 割合を
,

そ れ ぞ れ 拡 張 早 期 血 流 分 画 ( e a rly dia .s t oli c fl o w f r a c tio n ,

E - F r) , 左房 収縮 期血 流分 画( a tri al c o n tr a cti o n fl o w f r a c tio n
】

A - F r) と して 算出 した . 解析ほ 連続 す る 5 心 拍に つ い て 計測

し
, そ の 平均値を 求め た . 下半身陰圧負荷中は 超音波探触子 の

位置をず らさず ,
サ ン プ ル ボリ ュ

ー

ム と 僧帽弁輪と の 位置関係

を 変え ない よ うに 細心 の 注意を払 っ た .

一 方 , 自動血圧計に て

血 圧(blo o d p r e s s u r e
,
B P ) を測定 し

, 左室流入 血 流波形記録上

の 心電 図よ り心 拍数(b e a r t r a 略 H R) を 求めた . さ らに
, 下半

身陰圧負荷に よ る各指標の 変化度を (( 負荷中 の 値 一 負荷前 の

値) / 負荷前の 値) ×10 0 ( %) と して求 めた .

Ⅰ . 心内圧 記録お よび左房 M モ ー

ド心 エ コ ー 法 による検討

1 . 対象

臨床所見 およ び パ ル ス ド プラ
ー 検査に て 有意な弁膜症所見を

有さず洞調律の 肥 大型心筋症12 例 , 心筋梗塞症14 例を 対象 と し

た . 肥大型心 筋症 お よび心 筋梗塞症の 診断基準は
,
検討Ⅰ と同

じと した .

負荷検査中に 心拍数が90/ 分以上 に な っ た 例 l 圧波 形あ る い

は 心 エ コ ー

図記録の 不 良例 は対象か ら除外 した . こ の 結果,
肥

大型心 筋症8 例 ,
心筋梗塞症 9 例 に つ い て 検討を 加え た .

2 , 下半身陰圧負荷の プ ロ ト コ ー ル

すべ ての 心血 管作動薬を24 時 間以上 休 薬 し
, 診断的心 臓 カ

テ ー テ ル 検査時 に 諸指標を 記録 した . カ テ ー テ ル 検査開始前に

患者の 豚骨稜以下の 下半身を下半身陰圧負荷用箱の 中に い れ て

密閉 した . 右内側肘静脈よ り先端型圧力計付き 7 F r ス ワ ン ガ ン

ツ カ テ ー テ ル 1 4 0 -7 型 (C a m in o
,
S a n D i e g o

,
U S A ) を 挿入 し

Fig . 1 . A pi c al f o u r
-

C h a m b e r v i e w s h o w i n g th e l o c ati o n of th e D o p pl e r s a m pl e v ol u m e a t th e c e n t e r of th e m itr al a n n ul u s (rig h t

p a n el) . S i m u lt a n e o u s r e c o r di n g of tr a n s m itr al fl o w v el o city p a tt e r n s h o w i n g th e i n di c e s m e a s u r e d i n th is s t u d y (l ef t p a n el) ･ A
･

a tTi al c o n tr a ctio n fl o w v el o city ; A - V I
,

a tri al c o n tr a c ti o n 王l o w ti m e- V el o c lt y l n t e g r al ; E
,

e a rly di a s t oli c fl o w v el o city ; E - ⅤⅠ
･

e a rly

di a s toli c fl o w ti m e- V el o cit y i n t e g r al .

h y p e rt r o p hic c a rdi o m y o p at h y ; H R
,
h e a rt r at e ; L A D

,
l eft at ri al di m e n si o n ; % L A F S

,
1 e王t a t ri al fr a ctio n al

Sh o rt e nin g ; L B N P , lo w e r b o d y n e g ati v e p r e s s u r e ; L V E D P , left v e n t ric ul a r e n d T dia st olic p r e s s u r e ; L V P
,
1eft

V e nt ric ul a r p r e s s u r e ; L V P m i ni
,

m i ni m al 1eft v e n t ric ul ar p r e s s u r e ; L V V
,
1eft v e n t ric u l a r v ol u m e ; L V V m a x ,
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た . さ ら に
, 右上 腕動脈よ り 7 F r ビ ッ グテ イ ル カ テ ー テ ル を挿

入 し
,

こ の 中に 4 F r 先端型圧 力計 11 0 -4 型(C a m i n o) を 挿入 し

た . 心 拍数お よ び血 圧が 安 定 L た 後 に 負荷 前の 計 測 を 行な っ

た . こ の 後市販 の 真空 ポ ン プ に て
- 4 0 m m H g の 陰圧 を加え ,

5 分後 に 同 様の 計測 を行な っ た . 負荷中は で き るだ け輸液量 を

少 なく し, 負荷 中止条件ほ 検討Ⅰ と同 じと した . 診断的心 臓 カ

= =
い

= 一
l

= ●
l

= ■
t

= ●
t

= ●
Ⅰ

=
=

l
=

●

t
= ■

l
= ●

l
‥

● ■

テ ー テ ル 検査お よび 負荷試験 を実施す る前に
, 全 例で 内容を説

明 し同意を 得た .

3 . 計測 ( 図 2 )

先端型圧 力計 に よる 右房圧 曲線 , 肺動脈楔入 圧 曲線 ,
お よび

左室内圧 曲線を 紙送 り速 度 100 m m / 秒 で 記録 した .
これ と同時

に 心 エ コ ー 診断装置 S S D -8 7 0 型 ( ア ロ カ
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房 の M モ ー ド心 エ コ ー 図を 心電図お よ び心 音図 とと もに 紙送 り

速度 100 m m / 秒で記録 した . 記録 ほ す べ て 浅呼気 位 で 行 な っ

た . 心 内圧 は
, 液体充満法に よ る値で 補正 した . 肺動脈楔入 圧

(p u l m o n a r y a r t e r y w e d g e p r e s s u r e , P A W P ) 曲線の 左房収縮直

前圧 (P A W P l) と a 波の 頂点EE (P A W P 2) を測定 した . a 波が

二 峰性 の 場合は
, 最初の 頂点圧 を P A W P 2 と した

14〉
. 左房収縮

に よ る肺動腋楔入 圧 の 増加を P A W P 2 - P A W P l と し て 算 出 し

た . 左室圧 (l eft v e n t ric ul a r p r e s s u r e
】 L V P) 曲線 で は最小左重

圧 ( mi n i m a = ef t v e n t ri c ul a r p r e s s u r e
,
L V P mi ni) , 左房収縮直前

圧 (L V P l) , 左室 拡 張 末 期 圧 (1 ef t v e n tri c u l a r e n d - di a s t olic

p r e s s u r e
,
L V E D P ) お よ び W ei s s ら

1 5一
の 方 法 に よ る 時 定 数

(ti m e c o n s t a n t of i s o v ol u mi c r el a x a ti o n , T a u ) を測定 した . 左

房径 (1 ef t a tri al d i m e n sio n , L A D ) は
,

M モ
ー

ド心 エ コ ー

図 よ

り , 左房収縮直前の 左房径(L A D l) , 最 小左房径(L A D 2) お よび

最 大左房径 (L A D 3) を計 測 した . 収縮期 左房径 短 縮率 (l ef t

a tri al f r a c ti o n al s h o r t e ni n g , % L A F S ) を (L A D l-L A D 2)/

L A D l x l O O ( % ) よ り算出 した . 以上 の 計測 は
, 連続する 5 心 拍

に つ い て そ れ ぞれ行な い
,
平均値 を求め た .

また
,

M

回抽出係数(st r o k e i n d e x
,
S I) 測定は勲希釈法に よ り

行 ない
, 負荷前後で各 3 回実施 して そ の 平均値を求め た .

左室容積 (1 eft v e n tri c ul a r v ol u m e , L V V ) は左室造影像よ り

a r e a
-1 e n g t h 法 を 用 い て 算出 し , 最小 左室 容 積 ( mi ni m al l ef t

v e n t ric ul a r v ol u m e
, L V V m i ni) お よ び最大左室容積 ( m a xi m al

l ef t v e n tri c ul a r v ol u m e
,
L V V m a x ) を 求め た . 概算的 な左窒拡

張期圧
一 客 積曲線 の 傾 き (sl o p e o f l ef t v e n t ric u l a r di a st oli c

p r e s s u r e- V Ol u rn e c u r v e , △P/ △Ⅴ) を (L V E D P- L V P m i n i)/

( L V V m a x- L V V m i ni) × 体表面横 (b od y s u rf a c e a r e a
,
B S A ) と し

て 算出 した . さ らに
, 下 半身陰圧負荷に よ る各指標の 変化度を

(( 負荷中の 値一負荷前の 値) / 負荷 前の 値) ×10 0( % ) と し て 求

め た .

Ⅲ . 統計的解析

各指標は 平均値 ±標準偏差で 示 した . 検討Ⅰ では , 3 群間の

各指標 の 比較ほ
,
B a r tle tt 検定 に て 各群の 分 散が均

一

で あ る こ

と を確認 した後に
一

元配置分散分析 に て 解析 し
, 有意 で あれ ほ

S c h effさ 検定を行な っ た . 各群の 負荷に よる 変化度 の 解析ほ
,

B a r tl e t t 検定後 に
一

元配置分散分析で 解析 し , 有意 で あれ ば 引

き続 い て D u n n e tt 検定を 行な っ た . 検討1 に お ける 統計的解析

は
,

ト検定 に て 行な っ た . 有意水 準 を 5 % 未満 と し た .

成 績

l . パ ル ス ドプラ
一

心 エ コ
ー 法に よる検討

1 . 安静時の 計測 (表1 )

年齢 ∴ 性差 , 血圧に 3 群間で 差 は なか っ た . 心 拍数は 肥大型

心 筋症群で他の 2 群に 比較 して 低値 で あ っ た . 肥大型心 筋症群

の 左 室 壁 厚 は 心 室 中隔 厚 が 13 ～ 2 6 m m
,

左 室 後 壁 厚 が

8 ～ 1 4 m m で あ っ た . 心 筋梗塞症群の 左室 造影像 よ り 求め た 左

室駆出率ほ 27 .9 ～ 6 9 .4 % で あ っ た .

E ほ
, 肥 大 塾 心 筋 症 群 で 対 照 群 に 比 べ 低 値 で あ っ た

(p < 0 .0 5) . 肥大型心 筋症群と心 筋梗塞症群は対照群に 比較し
,

E-F r は 低値 で あ り (肥 大型心 筋 症群 : p < 0 ,O l ; 心 筋梗塞症

群 : p < 0 .0 5) ,
E - V I ほ低値の 傾 向に あ っ た .

左房収縮斯波 の 指標は
, 対照群 と比較 して

,
最大速度( A) は

心 筋梗塞症群で 大であり ､(払< ¢05) , A - V L は肥大塾心 筋症群 で

高値 で あ っ た ( p < 0 ･0 5) . A , F r は , 心筋梗塞症群お よ び肥大塑
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心 筋 症 群 で 対照 群 に 比 べ 大 で あ っ た (肥 大 型 心 筋 症 群 :

p < 0 ･0 1 ; 心 筋梗塞症群 : p < 0 .0 5) . 心 筋梗塞症群 と肥大型心 筋

症群間で は
t 左房収縮期彼 の 各指標に 差は なか っ た .

2 . 下半身陰圧 負荷に よ る変化

下半身陰圧負荷試験 中に 失神様症状を呈 し
, 試験を 中断 した

症例 は い な か っ た .

血 圧 お よび 心 拍数 に は , 3 群 ともに 下半身陰圧負荷 に よ り有

意 な変化は 認め られ なか っ た (図 3) . また , 肥大型心 筋症例 で

下 半身陰圧負荷に よ り左 室流出路閉塞を 生 じた 症例は
一 例も い

なか っ た .
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E - V I は - 2 0 m m H g の 負荷 に て 3 群 ともに 減少傾向を示 し
,

- 4 0 m m H g の 負荷で さ らに 減少 した [ 対照 群 : 8 .8 ±1 .9 か ら

6 ･5 ±1 ･4 c m ( p < 0 ･01) : 心 筋梗塞症群: 8 ･0 ±1 .8 か ら 6 .3 土l .8 c m

(p < 0 ･0 5) ; 肥 大 型 心 筋 症群 ‥ 8 ･0 ±2 ･1 か ら 5 ･9 土l .7 c m (p <

0 ･0 1)] ･ E- ⅤⅠ の 変 化度 ほ 3 群 間 で 差 は な か っ た . E お よ び

E -F r の 反応もほ ぼ 同様 で あ っ た ( 図4 ) .

一 九 左房 収縮 期 の 指標 に は 差 異 が 認め ら れ た . 即 ち ,

A- V I は
, 対照群 と心 筋梗塞症群で は 下半身陰圧 負荷 に よ り明

らか な変化を 認め な か っ た の に 対 し
ト
肥 大塾心 筋症群で は負荷

前 の 5 ･7 土1 ･5 c m か ら
- 2 0 m m H g の 負 荷 に て 5 .2 土1 .4 c m

,

0 - 2 0 ･ 4 0

L B N P ( m m H g)

0 ･ 2 0 ･ 4 0

L B N P ( m m H g)
Fi g ･ 4 ･ E ff e c t s of L B N P o n e a rly di a st oli c fl o w v el o city ( E) , e a rly di a st o lic fl o w ti m e

-

V el o cit y in t e g r al ( E - V I) a n d e a rl y d ia st olic

fl o w f r a c ti o n ( E - F r) ･ S y m b oI s f o r th r e e c u r v e s a s in fi g 1 3 ･

*

,
P < 0 ･0 5 ;

* *
, P < 0 .0 1 v e r s u s b a s eli n e c o n diti o n (O m m H g L B N P )
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Fig ･ 5

､
･ E f王e c t s o f L B N P o n a tri al c o n t r a c ti o n fl o w v el o city (A ),

a trial c o n tr a c ti o n fl o w ti m e
d

V el o cit y i n t e g r al ( A
- V I) a n d a trial

C O n tr a C ti o n fl o w f r a c ti o n ( A - F r) . S ym b o
･l s f o r th r e e c u r v e s a s i n fig . 3 .

* *

,
P < 0 .01 v e r s u s b a s eli n e c o n d iti o n (O m m H g L B N P)

b y o n e
-

W a y a n aly si s of v a ri a n c e a n d D u n n e tt
'

s t e st .
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_ 4 0 m m H g の 負荷に て 4 ･8 ±1 ･2 c m へ と負荷強度が増すに 従 っ

て 減少 し た (95 % 信 頼 区 間 : 負 荷 前 は 5 ･0 ～ 6 ■4 c m
･

-

4 0

m m H g の 負荷で 4 ･2 ～ 5 A c m ) ･ 左房 収縮 期血 流 最大速 度 ( A)

も ,
3 群ともに A - V I と同様の 反 応を 呈 した ( 肥大型心 筋症 群

の 95 % 信腰 区間: 負荷前は 46 ～ 5 3 c m / 軌
-

4 0 m m H g の 負荷

で 4 ト 53 c m / 秒) .
ん F r ほ

, 対照群と 心 筋梗塞症群で 増加 お よ

び増加傾向を示 した の に 対 して(
- 4 0 m 皿 H g の 負荷 に て 対照群

は p < 0 ■01
,
心 筋梗塞症群は p < 0 ･1 0) ∫ 肥大型心 筋症群で ほ ほ

ぼ不 変で あっ た (図 5 ) ･ さ らに
一

A - F r の 負荷 に よ る 増加度

は, 対照群と 心筋梗塞症群に 比べ 肥 大型心 筋症群で は有意に 小

さか っ た ( p < 0 ･0 1 お よび p < 0 ･0 5) ･ A の 減少度は
, 肥大型心 筋

症群 では 他 の 2 群 に 比 し有意 に 大で あ っ た (p < 0 ･0 1 お よ び

p < 0 .O l) ( 図6) ･

囲7 に 各群の 下半身陰圧 負荷に よ る左室流入 パ ル ス ドプ ラ 一

波形の 変化の 実例を 示 した ･

Ⅱ . 心 内圧 記録お よび左房M モ
ー

ド心 エ コ ー 法に よ る検討

1 . 安静時の 計測 (表 2 )

(

ボ
)

く

ー

○

払
u

遥
0

0 - 2 0 - 4 0

L B N P ( m m H g)

年 齢 性差 , 血 圧 , 心拍数, 左房 乱 左室軋 お よび肺 動脈

楔 入圧 の 各指標 に は 2 群間 で 差は なか っ た . 肥 大型心 筋症群の

左童壁厚は 心室 中隔厚が 13 ～ 31 m m
, 左室後壁厚が 9 ～ 20 m m

で あ っ た . 心 筋梗塞症群の 左室造影像 よ り求め た左室駆出率は

20 .7 ～ 6 0 .2 % であ っ た . 左童拡張期圧+ 容積曲線 の 傾きも ,
2

群間で 差はな か っ た .

2 . 下半身陰圧負荷に よ る変化

下半身陰圧負荷試験中に 失神様症状を 呈 し試験を 中断 した 症

例は い な か っ た .

血圧 およ び心 拍数に は
,

2 群ともi こ下半身陰圧負荷に よ り有

意な変化ほ 認め られ な か っ た .

L V E D P の 変化 を図8 に 示 す. L V E D P ほ 2 群 で 有意に 低下

し た が 〔心 筋 梗 塞 症 群 : ‡6 .4 ±4 .7 か ら 9 ･8 ±2 ･8 m Ⅲ- H g

( p < 0 .01 ) ; 肥 大 型 心 茄 症 群 : 16 .6 土3 ･7 か ら 8 ･4 ±0 ･9 I ℃ m H g

( p < 0 .01)〕 ,
L V E D P の 低下度は 2 群間で 差が なか っ た ･

一

方 ,

T a u は , 下半身陰圧 負荷に よ り有意に 変化 しな か っ た 〔心 筋梗

塞症群 : 53 ±4 か ら 53 ±8 m s ; 肥 大型 心 筋症 群 : 54 土6 か ら

(

ボ
)

丘
･

く
ー

○

乱
u

雲
0

0 ･ 2 0 ･ 4 0

L B N P ( m m H g)
Fig . 6 . C h a n g e s o f a tri al c o n tr a c ti o n fl o w v el o city ( A ) a n d c h a n g e s o f a t ri al c o n t r a c ti o n fl o w f r a c ti o n ( A- F r) d u ri n g L B N P ･

S y m b oIs f o r t h r e e c u r v e s a s i n fig ･ 3 ･

* *

,
P < 0 ･01 v e r s u s c o n t r oI s u bj e ct s a n d 寧

･
P < 0 ･0 5 ; 拍 ･

P < 0 ･0 1 v e r s u s p a ti e n t s w ith

m y o c a rd i al i nf a r c ti o n a t t h e s a m e le v el of L B N P b y o n e- W a y a n aly si s of v a ri a n c e a n d S c h effさ
'

s t e s t ･
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54 士6 m s〕.

P A W P の 変化を 図 9 と 図10 に 示 す ･ P A W P l は 2 群 でと も

に 低下 し
, そ の 低下度は 2 群間で差 が なか っ た . 左房収縮に よ

る肺動脈楔入 圧の 増加( P A W P 2q P A W P l) ほ 2 群と もに 減少し

た 〔心 筋梗塞症群 : 3 ･1 ±1 ･5 か ら 2 ･5 ±1 ･1 m m H g (p < 0 .05) ; 肥

大型心 筋症群 : 4 ･2 土2 ▲5 か ら 2 ･8 土1 .6 m m H g ( p < 0 .0 5)〕. そ の

減少度は 肥大型心 筋症群 に 比 べ て 心 筋 梗塞症 群 で 有意 に小さ

か っ た (p < 0 .0 5) .

L A D の 変化を 図11 と 図12 に 示 す ■ L A D l ほ 2 群で とも に 有

意に 低下 した が 〔心 筋梗塞症群 : 32 ,4 土6 .2 か ら 30 .5 土6 .3 m m

(p < 0 ･0 1) 肥 大 型 心 筋 症 群 : 36 .2 士9 .6 か ら 34 .2 士9 .7 m m

( p < 0 ･0 1)〕 ,
そ の 低下 度 ほ 2 群 間 で 差 が な か っ た .

一

方 , %

L A F S は 肥 大型心 筋症群で は 有意 な 変 化が 認め られ な か っ た

〔13 ･2 ±3 ･1 か ら 12 ･6 士2 ･8 % 〕 の に 対 して
,
心 筋梗塞症群でほ有

意に 増加 した 〔12 .5 ±4 .8 か ら 1 3 .7 ±5 .5 % ( P < 0 .0 5)〕,

S I は 下半身陰圧負荷 に よ り有意 に 減少 した 〔心 筋梗塞症群:

41 ･9 ±5 ･4 か ら 35 ･6 ±5 ･3 m l/ m
2

(p < 0 .0 1) ; 肥大 型心 筋症 群 :

57 ･8 ±9 ･6 か ら 47 ･0 ±8 ･3 m l/ m
2

( p < 0 ･01)〕. そ の 減少度は心 筋梗

塞症群に 比較 して 肥大型心筋症 群で大 な る傾 向が あ っ た が
, 有

意で は なか っ た .

図13 お よび 図14 に 各群の 下半身陰圧負荷 に よ る心 内圧曲線お

よ び左房M モ ー ド心 エ コ ー 図の 変化 の 実例を 示 した .

考 察

パ ル ス ドプ ラ 一 法に よ り得 られ る 諸指標の 解釈 に は い く つ か

の 注意す べ き点が ある . 第1 に
, 年齢 お よび 心 拍数に よ り左室

流入 血流波形は 強く影響 され る
18 ト 19 1

点が あげ られ る . しか し
,

本検討では 対照群 ,
心 筋梗塞症群お よ び肥 大型心 筋症群の 3 群

間で年齢 に 有意差ほ なく , 下半身陰圧負荷前お よび 負荷中で 心

拍数に有意な変化を 認め な か っ た .
こ の こ とか ら

, 負荷に よ る

ドプ ラ 一 指標 の 変化を 各群間で 比較 する こ とほ 妥 当で あると考

え られ た .

第2 に
, 本検討で ほ 左室流入 パ ル ス ドプ ラ 一 波形の 最大速度

と 時間額分値を 指標と して 使用 した が
,

こ れ らは 実際の 血液流

入 量そ の も の で ほ な い 点 で ある . しか し
, 最近の 多く の 報告で

は パ ル ス ドプ ラ 一 波形の 時間額分値 ほ サ ン プル ボ リ ュ

ー

ム を通

過する血 液量 と良 く相関する と さ れ て い る こ と か ら
20)2 1 )

, 拡張

早期血流改 お よ び左房収縮期血 流波 の 時間額分値は 拡張早期お

よ び 左房収縮期 の 左室流入 血 液量を反映す る指標と して 使用 可

能と 考え られ た .

第3 の 考慮す べ き点と して , 負荷状態 を急激 に 変化さ せ て 検

討する場合 に は
, 各症例 の 安静時の 負荷状態が 反応に 影響する

可盛観が ある と い う こ と で あ る . しか し
,

3 群 に お い て ともに

安静時か ら -

2 0 m m H g の 下半身陰圧を 負荷 した場合 の 諸指標

の 変化度 は
,

- 2 0 m m H g か ら
-

4 0 m m H g の 下半身陰圧に 負荷

を増 強させ た 時 の 変化度 と同程 度で あ っ た (囲 3
,
図 4 お よ び

図5 ) こ と よ り , 本検討 で は 各症例 の 安静時 の 負荷状態 は 結果

に 重大な影響を 及ぼ さな か っ た もの と考 え られ た .

E お よ び E - ⅤⅠ は
, 下半身陰圧 負荷 に て 3 群で 同程度に 減少

した .

一 方
,

A お よ び A - ⅤⅠは 対照群 で は不 変で あ っ た の に 対

して
, 肥大型心 筋症群で ほ 減少傾 向を示 した . さ らに

,
対照群

で ほ A ゼ r が 負荷に よ り 有意 に 増加 した の に 対 して , 肥大型心

癒症群で は増加 しな か っ た . 心 筋梗塞 症群 の 負荷に よ る 反応

は
,
対照群 と 同様で あ っ た .



肥大型心 筋症 の 左房磯能

左房ポ ン プ幾能 は
, 左房の 収縮性 , 前負荷お よ び後負荷に よ

り規定され
22}2 3 )

, 左房に も左室 と同 様 に F r a n k - S t a rli n g 機序 が

存在する こ と が知 られ て い る
24】

･ さ らに
, 左房 ポ ン プ機 能即 ち

左 房 ブ ー ス タ
ー 磯 能 に は 限 界 が あ る こ と も 報告 さ れ て い

る
2 ㈱

. 下半身陰圧 ほ
, 下半身に 血液 を貯留 させ

, 静脈還流を減

少させ る
27}

た め
, 下半身陰圧負荷に よ り左 房ポ ン プ機能は低 下

する ように 思わ れる . 実際に
, 肥大型心 筋症群で は 左房 ポ ン プ

横能を反映す る左房収縮 期彼 の ドプ ラ 一 指標 は減少 した ･ しか

し
,
対照群お よび 心 筋梗塞症群で は 左房収縮期指標に 有意 な変

化が 認め られなか っ た . T s u k a m o t o ら
11)

も , 虚血 性心 疾患と胸

0 - 4 0 0 - 4 0

L B N P ( m m H g)
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痛症候群を 対象と して 静脈還流量を 変化させ た と こ ろ
,
左房収

縮期血流最大速度 に 有意な変化 を認め なか っ た と本検討と 同様

の 結果を報告 して い る . こ の 結果は
t 下半身陰圧負荷 に よ り左

房 前 負 荷ほ 減 少す る が
, 対照 群 お よ び 心 筋 梗 塞症 群 で は

F r a n k - S t a rli n g 撥序以外の 何らか の 機序 に よ り左房前負荷減少

に よ る左房 ポ ン プ機能の 低下が相殺 され る の に 対 して , 肥大型

心 筋症群 で はそ の 相殺機序が 不 十分で ある こ とを 示唆 して い る

もの と推定され た .

F r a n k -S t a rli n g 機序以外の 左房 ポ ン プ機 能 の 主 要規定 因子

は
, 左房収縮性 と左房後負荷で ある . 左房後負荷ほ 左房収縮時

(

ボ
)

d

白
山

>
｣

-

○

心

示
u
q
エ

0

[
】

口

□

日
ロ
リ
U

ロ

丁

子
一

T

士
_

l
}
†

†

M [ H C M

n = 9 ∩ = 8

F i g . 8 . E ff e c t of L B N P o n l ef t v e n tri c ul a r e n d-di a s to lic pr e s s u r e ( L V E D P ) i n p a tie nt s wi th m y o c a r di al i nf a r c ti o n ( M I : □) a n d

p atie n ts w ith h y p e r tr o p h ic c a r di o m y o p a th y ( H C M : ) ) . S y m b oIs f o r c u r v e s a s i n fig ･ 3 ･

*
, P < 0 ･0 5 ;

* *

, P < 0 ･0 1 v e r s u s b a s eli n e

c o n diti o n (O m m H g L B N P ) b y p air e d トt e s t ; ♯,
P < 0 .0 5 ; ##

,
P < 0 .01 b e t w e e n th e t w o g r o u p s b y u n p a ir e d トt e st ･

(

ひ

〓

∈

∈
)

L

d

き
く
d

(

ポ

ご
d

き
く
d

-

0

急
u

巾
`

0

ロ

R
]

□

□
ロ

ロ
ロ

丁

士

_

l
▲

l

0 - 4 0 0 - 4 0 M I H C M

L B N P ( m m H g) n : 9 n = 8

F ig ･ 9 . E ff e c t o f L B N P o n p u l m o n a r y a rt e r y w e d g e p r e s s u r e i m m e di a t ely b ef o r e lef t a tri al s y st ol e (P A W P l) . S y m b oI s a s in

■fig . 8 .



41 2

に 左房壁に 働 く張力と 定義され
,

そ の 最も大きな規定因子 ほ左

室 内圧 と左室 コ ン プ ラ イ ア ン ス で ある . 左室摘出が 左童後負荷

で ある大動脈圧が 高 い と減少する の と同様に
2 郎

,
左 房拍 出は 左

房収縮前お よ び収縮 中の 左室内圧 が高 い と 減少す る . さ らに 左

房収縮期や左室 へ の 血液 流入 は左 室 に と っ て 受 動的 で ある た

め
, 左室 コ ン プ ラ イ ア ン ス の 低下は左房収縮期 の 左室流入 を 減

少 させ るもの と推測 され る . 以上 よ り肥大塑心 筋症群 で前負荷

減少に よ り左房ポ ン プ機能 が低 下 した 原因を 明 らか に す る に

は l 左房ポ ン プ機能を 規定す る諸因子の 観血 的検 討が必要 と考

え られ た .

検討 Ⅱで は
,

パ ル ス ドプ ラ 一 法 に よ る検討Ⅰ の 結 果を踏 ま え

て
, 下半身陰圧負荷 に よる肥 大塾心筋症 の 左房 ポ ン プ 機能低 下

の 要因を 明 らか に す るた め に
,
下半身陰圧負荷 に よ る左房 の 前

(

m

〓

∈
∈
)

L

d

き
く
d
l

N

d

き
く
d

●

*

＼
一

-

い

H
0 ･ 4 0 0 - 4 0

L B N P ( m m H g)

負荷l 後負荷お よ び 収縮性 の 指標 の 変化を 検討 した . 検討Ⅰで

下半身陰圧負荷 に よ る反 応は対照群 と心 筋梗塞症群 と でほ差が

な か っ たた め
,

心 筋梗塞症群と肥大型心 筋症群の 2 群に つ い て

検討を行な っ た .

左房 前負荷 の 指標 と して L A D l お よ び P A W P l を 用 い た .

こ れ らの 指標 ほ
, 下半身陰圧負荷に よ り心 筋梗塞症群お よび肥

大型心 筋症 群で とも に 同程度に 減少 した . 左房後負荷の 指標で

ある L V E D P も下半身陰圧負荷 に て 両 群 で 低下 し
, 低下の 程度

に 差ほ な か っ た .

一 方 , 左房抽出性の 指標 で ある % L A F S は負

荷に て心 筋梗塞症 群で増加 した の に 対 して , 肥大型心 筋症群で

は有意な 変化は 認め られ な か っ た . さ らに
, 負荷 に よ り左房収

縮に よ る肺動脈楔入 圧の 増 加(P A W P 2 - P A W P l) は両群で減少

した が
ト
肥大型心 筋症群で は心 筋梗塞症群に 比べ て そ の 減少度

(
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肥大型心 筋症の 左房故能

は大で あ っ た . S I の 減少度も肥大型心 筋症群 で ほ心筋梗塞症群

に比べ て大な る傾 向が あ っ た ･ 下半身陰圧負荷に よ る左房の 前

負荷およ び後負荷の 低下度は 肥 大型心 筋症群 と心 筋梗塞症群の

2 群間で善 がな か っ た こ とか ら , 下半身陰正負荷時の 肥 大型心

筋症群の 左房 ポ ン プ 機能低下が 左房 前負荷 ある い は 左房後負荷

…

T

]
*

T

H

0 - 4 0 0 ･ 4 0

L B N P ( m m H g)
Fig . 1 2 . E ff e c t of L B N P o n l ef t a tri al f r a c ti o n al s h o r t e n l n g
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4 1 3

の 変化の 相違 に よ るもの とは 考え られ な か っ た .

左房拍出性 の 指標 と して 用い た % L A F S は左房 の 前負荷 , 後

負荷 お よび収縮力に 影響され
, 心 拍数もい く らか 関与す る

御 )

本検討 の結 果では t 左房の 前負荷,
左室拡張末期圧,

心 拍数の

い ずれ に 関 して も下半身陰圧負荷前 の 億お よ び負荷に よ る変化
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度は肥 大型心 筋症群と 心 筋梗塞症群の 2 群間 で差 は な か っ た .

また
,

% L A F S は
▲ 左房後負荷規定因子 の 一

つ で ある左室拡張

期圧 M 客席曲線の 傾斜 (左室 ch a m b e r stiff n e s s) に 強く影響 さ

れ
,
肥大型心 筋症例

30)3 1 )
や 心 筋梗塞症例

32 ト 帥
で は

, 健常者 に 比 べ

て こ の 曲線 の 傾斜は 急峻で か つ 左方に 移動 して い る . しか しな

が ら , 太検 討で は △P/ △V ほ 2 群 間で差は なか っ た ( 表 2) . 以

上 よ り , 本検 討に お い ては % L A F S は左房収縮性 を反 映す る指

標と して使用 可 能で あ ると判断 され た .

左房収縮 に よ る肺動脈楔入 圧の 増 加(P A W P 2 - P A W P l) は
,

左室拡張期圧 一 容積曲線の 傾斜お よ び左房収縮性 に 主 に 影響 さ

れ る . 前述の ごとく に
, 本検討で ほ △P/ △V は 2 群間 で差 がな

か っ た こ と よ り
,
左室 コ ン プ ラ イ ア ン ス の 相違 が左房収縮 に よ

る肺動脈楔入 圧の 増加に 及ぼ す影響 は小 さく l 本検討 で は左房

収縮に よ る肺動脈楔入圧 の 増加も左房収縮性を大 きく反映す る

もの と判断 され た .

本検討で は
, 下半身陰圧負荷 に よ り % L A F S は 心筋梗塞症群

で は増加 した が
,

肥 大型心 筋症群で は有意な 増加 が認 め られ な

か っ た
.
P A W P 2- P A W P l ほ 両群で 減少 したが

,
そ の 減少度は

心 筋梗塞症群に 比べ て 肥 大型心 筋症 群で有意に 大 で あ っ た . こ

こ で 下半身陰圧 負荷に よ り左房収縮性 が変化 しな い と仮定す る

と
,
左房前負荷お よび 後負荷 の 変化 ほ 両 群 で 差 が な か っ たた

め , 下半身陰正負荷に よ り左房ポ ン プ機能に も差 が生 じな い こ

とに な り , 本検討で の 結果に 矛盾す る . こ れ よ り , 下半身陰圧

負荷に よ り左房収縮性 が心 筋梗塞症群 で 増強 した か
, ある い は

肥大型心 筋症群で 低下 した か の い ずれ か の 可 能 性 が 推察 さ れ

Ⅲ
=

紺

y ｡ ｡ a

仙

M

h

H y p e rtr o p h i c

C a r d i o m y o p a th y

尾

る ･ も し下半身陰圧 負荷即 ち前負荷軽減に よ り収縮性 が増強し

た とす る と , 心 筋梗 塞症 群 で は 負 荷前 に 左 房扱 能不 全状態に

あ っ た こ とを 意味する が
,

しか しな が ら, 本検討 で の 心筋梗塞

症群 は全例冠 動脈の 心 房枝 に 障害は 認め られず , 心 房梗塞の合

併は否定的 で あ り
,
左房 機能 不 全 状態 に あ っ た と は 考え に く

い . 以上 よ り , 下半身陰圧負荷 に よ り
,
心 筋梗塞症群 では何ら

か の 磯序に よ り左房収縮性 が維持 され て 前負荷減少 に よる左房

ポ ン プ機能の 低下を 代償す る の に 対 して
, 肥大塾心 筋症群では

こ の 左房収縮性 の 維持 が不 十分 で あ る こ と が推定 され た
.

肥 大型心 筋症例で は循環血 液量減少時に シ ョ ッ ク に 陥りやす

い と い わ れ て い る
… )

. 閉塞性肥大塑心 筋症例で 失神発作が しば

しば経験 され る こ と よ り , 左室流出路閉塞 が誘発 され 心 拍出量

が減少す る こ とが そ の 原 因で ある と推測され て きた . しか し
,

Gi11i g a n ら
35)

は失神発作 の 既往を 有する肥大型心筋症例を 対象

に 頭位拳上 負荷試験 を行 ない
, 失神発作は左室流 出路閉塞が誘

発され るた め で ほ なく , 左重充満圧の 低下と左室 内径 の 減少に

よ る心 拍由量の 減少 ある い は圧受容体機能 の 障害が 原田であろ

うと報告 して い る . 本検討 の 結果で は
, 下半身陰圧負荷に よる

血圧 およ び 心 拍数の 反応 は肥大型心 筋症群 と対照群お よ び心筋

梗塞症群で は差 が な か っ た .
こ れ よ り

ト
圧 受容 体機 能の 障害

が
, 肥大型心筋 症例 で シ ョ ッ ク に 陥 りやす い 原 因で あると は考

え に くか っ た .

一

方 , 肥 大型心 筋症群で は前負荷減少時に 左房

収縮性の 維持が 不十分 で あるた め に 左房 ポ ン プ磯能が 低下する

もの と推定され た .
こ れ ほ , 肥 大型心 筋症例 で は

, 対照例およ

び心 筋梗塞症例 に 比 べ て前負荷減少時に 拡張末期 の 左室 へ の 血
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肥大型心 筋症 の 左房機能 415

液流入が よ り高度に 減少 し
,

左室拡 張 末期容積 が 減 少す るた

め
,

心拍出量の 減少が 大と な り ,
シ ョ ッ ク に 陥 りや すくな るも

の と考え られ ,
Gi11ig a n ら

35)
の 結論 の

一

部 を 支持す る も の で

あ っ た .

結 論

肥大型心 筋症の 左房故能 の 前負荷依 存性 を 明 らか に するた め

に , 対敵 軋 心 筋梗 塞症例 お よ び 肥 大型心 筋症 例を 対象 と し

て
,
下半身陰圧負荷に よ る超音波 パ ル ス ド プ ラ

一 波形の 諸指標

の 反応を 検討 した . さ らに
,

心 筋梗塞症例お よ び肥 大型心 筋症

例を 対象と して
, 下半身陰圧 負荷 に よ る 心 内圧 曲線 と 左房M

モ ー ド心 エ コ ー 図 の 諸指標 の 反応 を 検 討 し
, 以下 の 結論 を得

た .

1 .

- 2 0 m m H g お よび - 4 0 m m H g の 下半身陰圧 負荷 で は ,

対照 私 心 筋梗 塞症群 お よび肥 大型心 筋症群 の 3 群とも に ほ ぼ

負荷の 強度に 比例 して 各 ドプ ラ
一 指標 は変化 した ･

2 . 急速流入 期波 の ドプ ラ 一 指標 は
一 対照群 ,

心 筋梗塞症群

およ び肥大塑心 筋症 群の 3 群で 同様に 減少 した .

3 . 左房収縮期波 の ドプ ラ 一 指標 は
, 対照群 お よ び心 筋梗塞

症群では 有意な 変化を 認め なか っ た の に 対 して , 肥 大型心 筋症

群で ほ減少 した .

4 . 左房前負荷の 指標で ある左房収縮直前の 左房径 およ び肺

動脈楔入 圧は
一

心 筋梗塞症群お よび 肥 大型心 筋症群で 同様に 減

少した .

5 . 左房後負荷 の 指標で ある左室拡張末期圧は , 心筋梗塞症

群およ び肥 大型心 筋症群 の 2 群で 同様 に 減少 した ･

6 . 左房収縮性 の 指標 に 関 して は ▲ 収縮期左房径短縮率 は心

筋梗塞症群でi ま増加 した の に 対 して 肥 大型心 筋症群 で は 有意な

変化は 認め られ ず, 左房収縮に よ る 肺動脈楔入 圧増加ほ 2 群 で

減少した が肥 大塾心 筋症群 で心 筋梗塞症群に 比 べ てそ の 減少度

は有意に 大で あ っ た .

以上 よ り
, 前負荷減少時に 心 筋梗塞症群お よ び対照群で は左

房収縮性が維持 され 左房 ポ ン プ機能 の 低下を 代償す る の に 対し

て
, 肥 大塾心 筋症群 で は 前負荷減少時の 左房収縮性 の 維持が不

十分で あり,
こ の 左房 ポ ン プ機能 の 減少が 肥 大型心 筋症例で 前

負荷減少時に シ
ョ ッ ク に 陥 りやす い 一 国で あるもの と推定さ れ

た .
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,
e Ch m di o gr ap h y ,

i ntr a -

C ardia c pr e s s ur e c u Ⅳ e

Le ft a d al fu n cti o n an d its pr el o ad d e pe n d e n c y in h y pe r tr OP hi c c ar di o m y op ath y ( H C M ) w er e st u di･e d b y u si ng 1 0 W er

b o dy n e g a ti v e p r e s s ur e ( L B N P) ･ I n th e n rs t s tu d y ,
th e c h an g e S i n th e p ul s e d D op pl er tr a n s m itr al fl o w v el ∝i ty p a u er n

i nd u c e d b y L B N P w er e i n v e stig at ed in p a ti e n ts w i th H C M
･

W id l m y O C ardi al inf arc d o n ( M l) an d c o n tr oI s ubj e c ts ･ E ac h

g ro up sh o w e d si m il ar d e c r e a s es i n th e e ar l y di a st oli c n o w i n di c e s d 血 g L B N P I n c o n tr a st
･
th e a tri al c o n 打 aC ti o n n o w

v el ∝it y i n dic e s t e n d e d t o b e di m i nis h e d in th e H C M g r o u p ,
W h er e a s n o c h an g e S W e re S e e n in th e M l g r o up an d c o n tr oI s u b -

j e ct s ･ h ad did o n
･
th e H C M g r o u p d e m o n str at ed litd e in c r e a s e i n th e a 甘ial c o ntr a ctio n f1 0 W fr ac ti o n d u ri n g L B N R d e sp lt e

th e i n cr e as e i n th i s i n d e x f o un d i n th e M I g r o u p an d c o n tr oI s u bj e c ts ･ h l th e s e c o n d stu d y ,
Ch an g e S Of l e ft a b

･

i al h e m o d y n am -

ic a nd M - m ∝l e e c h ∝ ar d i og r ap hi c i n d i c e s d u ri n g L B N P w e r e e x a m i n ed i n p ati e n ts wi th H C M a n d wi th M I ･ B o th d l e P ul -

m o n ar y ar t er y W e d g e pr e s s ur e ( R 町ⅣP l) an d th e l eft at vi al di m e n si o n (L A D l) b e fb re l eft a 血 s y s t ol e
,
W hic h ar e in d i c e s of

l e ft a d al p r el o a d
,
d e c r e a s e d to a si m il a r e x te n t in th e t w o g r o u p s d u ri n g L B N R T h e L Ⅷ D R w h i c h i s a n in d e x o f l e ft a 扇al

afte rl o ad
,
al s o d e c r e a s ed d u ri n g L B N P i n b o th g r o u ps ･ h c o n t r a st

,
th e l e ft a 打i al f r a c ti o n al s h o r te n l n g d u ri n g l e ft a 血 1 s y s -

t ol e ( % L A F S) did n ot c h a n g e sig ni負c an d y in th e H C M g r o u p d u ri n g L B N R d e spite th e in cr e a s e i n th e i n d e x f o 皿d i n th e M I

gr o up ･ h ad diti o n
,
L B N P r ed u c ed th e in cr e a s e in th e p ul m o n ar y art e ry W ed g e p r e ss ur e d uri n g l eft a 血 sy st ol e (P A W

p A W P l) i n b o th g r o u p s
,
W i th th e H C M g r o up d e m o n str ati n g a g r e at er r e d u c ti o n

･
F r o m th es e r e s ults

,
i t w a s c o nj e c tu r ed th a t

th e c o n tr a c ti lity o f th e l e ft atri u m w a s m ai n ta in e d d u ri n g L B N P i n th e M I g r o up a n d c o n tr oI s u bj e c ts
,
b u t f ail ed to b e m a in -

tai n e d in th e H C M gr o up ･

r

r h e di m in i sh e d c o m p e n s ati o n f or th e p
r el o a d r ed u cti o n of le ft at ri al p um P fu n c ti o n m ay b e cl o s e -

1 y rel ate d t o th e f a c t th at p a ti e n ts w i th H C M ar e li a bl e t o d e v el op sh o c k d uri n g h y p o v ole m i a ･


